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子ノ権現                         毎日新聞旅行  13 日 

埼玉県の飯能近辺

の山というよりもお

寺である。正式には子

ノ権現天龍寺という

らしい。山頂には茶店

もあるがあまりはや

っているとはいい難

い。神仏混合の時代か

らあるのでどっちが

中心なのかわかりに

くい。無理に分けよう

とすることが無理なのかもしれない。山頂まで舗装道

路があるので車で行くことも可能であるが、もちろん

我々は歩いた。ここはお願いをすると運を運んでくる

という意味で足元を強くするというわらじの奉納が

あったりする。ハイヒールが飾られていたこともある

というが、真偽のほどは解らない。頂上は東京方面を
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向いているのでスカイツリーが

見える展望台もある。この日は

曇りであったが、よく見るとこ

んな日でも見ることができた。

都心の高層ビル群も見えた。私

のカメラではダメであったが、

一眼レフを持っていた人はデジ

カメに写していた。金持ちには

かなわない。正月に行ったら都

心がくっきりとよく見えるはず

だ。 
この日の参加者はジジイが 6

名で、ババアが 22 名。バスも

いつものよりも 3 サイズくらい

大きかった。毎月の 13 日前後は登山の日（つまりト―・サンの日）としているらしく、難易度の低い山

が選ばれているようである。誰が決めたのだか知らないが、まいたびもこれに合わせているみたいだ。

という訳で、いつもより参加者の年齢も高く、この日ばかりはこの俺も若輩の仲間入りができた。こん

なところでもばてている人がいたので、こういったコースを作る意義もあるのではないかと思われる。

まあまだこの人たちの仲間入りはしたくないが、来年になると年齢制限が適用されるらしく、望まなく

てもこの仲間にさせられてしまうのかも知れない。 
この日のツアーリーダーは超大御所の倉田さん。定年になったのでこれからはツアーリーダーが増え

るかもしれないと言っていた。サブは関根のおばちゃんと、まだ経験 2 か月というおじさんになりたて

位の山添さん。まいたびのガイドも新陳代謝が激しくなってきた。 
 今年はこれで山登りじまいである。35・49・32・32・27、この 5 年間の山行日数変化である。だんだ

ん少なくなってきた。今年は長年来の山友達であった今村隆一を亡くした。哀しい年になってしまった。 
 
 マルコメのモデルのような地蔵さんやスタイル抜群の観音様などたくさんの地蔵さまや仁王様などが

あった。 

六角地蔵 
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マルコメ地蔵 

スタイル抜群地蔵 


